
食品用コンパクトＭＲＩの開発
－切らないで食品の内部を評価する－

〒305-8642 茨城県つくば市観音台2-1-12

代表研究者： 石田信昭
所 属： 食品分析研究領域

品質情報解析ユニット
問合わせ先： 029-838-8057    nobu＠affrc.go.jp

技術の特徴
コンパクトで取り扱いの容易な食品品質管理用MRIを開発

机程度の大きさ
普通の部屋に置ける
メンテナンス不要
移動可能

研究の内容

今後の展開
・計測例を増やす
・品質管理への利用
・オンラインでの検討
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